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序

山梨県塩山市千野に所在する獅子之前遺跡は、塩山バイパスの建設に先立ち平成元年度と平

成二年度の二回に分けて発掘調査が実施されました。本報告書はその二カ年にわたる調査の結

果をまとめたものであります。

昨年度の調査では縄文時代前期、諸磯期の遺構・遺物が数多く発見され、東山梨郡方面では

過去あまり例のなかった貴重な資料を得ることができました。また水晶の原石や石器、縄文時

代前期の立体土偶など県内でもめずらしい遺物も出土して注目されました。今年度の調査では

近世の青梅街道の一部と考えられる遺構が検出されましたが、これも県内では初めての道路遺

構の発掘調査例で、近世の道路建設に係る土木技術の一端を知ることができました。いずれの

発掘成果も今後研究を進めていくうえで良好な前例となるものと存じます。

本報告書が、多くの方々の研究資料としてご活用いただければ幸甚です。

末筆ながら、種々ご協力を賜った関係機関各位、並びに直接調査に従事していただいた方々

に厚く御礼申し上げます。

1991年３月

山梨県埋蔵文化財センター

所長磯貝正義



例 ロ

１．本書は、山梨県塩山市千野字獅子之前404-1外に所在する獅子之前遺跡の発掘調査報告書

である。

２．本調査は、一般国道411号（塩山バイパス）建設に伴う事前調査であり、山梨県教育委員会

が県土木部に依頼され、山梨県埋蔵文化財センターが調査を実施した。

３．発掘調査の期間は、平成元年５月１５日から同年12月４日迄と平成２年６月１８日から同年７

月31日迄であり、二ヶ年二度にわけて実施した。

４．本書の執筆分担は以下のとおりである。

第１章・第２章・第３章・第４章第４節･……･･米田明訓（山梨県埋蔵文化財センター）

第３章・第４章第３節……･………･…･･･………･高野玄明（同上）

第４章第１節……………………．．…．．…･･･…･…･小野正文（同上）

第２節…･…．．…･……･……･…･……･……･中山誠二（同上）

第５節…………･…･……………･…………松谷暁子（東京大学総合研究資料館）

５．本報告書に係るすべての出土品および図面・写真等は山梨県埋蔵文化財センターに保管し

てある。

6．発掘調査から報告書作成にいたるまでに、以下の方々および関係機関から御教示、御協力

をいただいた。記して感謝の意を表す次第である。（敬称略）

芦沢幸一・堀ノ内泉（塩山市教育委員会)、塩山土木事務所、秋山敬（山梨郷土研究会)、

十菱駿武（山梨学院大学)、大森久雄・鶴田松男（塩山市)、岡崎完樹・芹沢広衛（東京都

教育委員会)、中島庄一（東京都多摩市教育委員会）
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第１章調査の実施と経過

第１節調査の事務経過

１．調査に至る経緯

国道411号（通称『青梅街道』)は塩山市の市街地を通過し柳沢峠を越えて東京都青梅市に至る

道路であるが、トラック等の貨物輸送および季節ごとのマイカーによる観光など極めて交通量

の多いことで知られていた。しかし塩山の市街地は道路幅も狭く、大型自動車の余裕ある対面

通行や歩行者の安全確保のため、市街地を避けて通るバイパスの建設が必要とされてきた。

昭和63年度に県土木部より塩山バイパス建設工事の事業計画が県教育委員会に提出された。

バイパスのルートは旧国道20号線から塩山市市街地の東側をぬけ新千野橋の南で現国道411号

に合流するものである。県埋蔵文化財センターは直ちに路線予定地内の遺跡分布調査を実施し

たが、その結果、昭和63年度内では４箇所の新たな遺跡を発見し、翌平成元年度から本調査が

開始されたわけである。その始めの遺跡がこの獅子之前遺跡であった。以後、書類手続きは下

記のとおり行われた。

・平成元年４月１９日県文化課に発掘通知を提出（第１次）

・平成元年５月１５日～同年12月４日発掘調査

・平成元年12月26日塩山警察署に埋蔵文化財発見通知を提出

以後平成２年３月末まで整理作業

・平成２年６月１４日県文化課に発掘通知を提出（第２次）

・平成２年６月１８日～同年７月31日発掘調査

・平成２年８月20日塩山警察署に埋蔵文化財発見通知を提出

以後報告書作成のため平成３年３月まで整理作業

２．調査組織

調査主体

調査 機 関

調査担当者

調査作業員

整理作業員

山梨県教育委員会

山梨県埋蔵文化財センター

山梨県埋蔵文化財センター主任・文化財主事米田明訓（平成２年度）

山梨県埋蔵文化財センター主任・文化財主事長沢宏昌（平成元年度）

山梨県埋蔵文化財センター文化財主事高野玄明（平成元年度、平成２年度）

雨宮ユキ．、緒方民子、緒方木水、荻原初恵、長田岩子、神津孝子、斎藤芳彦、

真田和子、塩見慶造、須江寿子、須江松子、鈴木桂吾、平重蔵、平員寿美、

平美与枝、武井久子、田中トシ子、津野田政義、鶴田文子、手塚喜美代、

戸田ひろ、名取香、萩原文子、秦正明、林周子、広瀬和子、本多三夜子、

松崎しずえ、宮坂晴幸、村田牧子、山下好、横山徹哉

荒川奈津江、石原はつ子、出月満寿江、出月遊亀子、伊林佳子、梅林はなの、
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江川勝子、長田明美、長田和子、長田可祝、長田純子、長田美和子、弦間千鶴、

小林敬子、小林としみ、斎藤多喜子、斎藤つね子、塩島博夫、角田寛子、

平重蔵、平員寿美、戸田富士子、長尾美子、中込よしみ、名取理一、福沢準子、

保坂典子、矢崎ます子

第 Ｚ 節 調 査の実施

１．発掘区の設定と調査方法

獅子之前遺跡は、平成元年度調査区で幅約12ｍ，長さ約240ｍ（約3000㎡）という細長い範囲

での発掘となった。まず十数箇所試掘坑を設定し人力で遺構確認面までの深さを調査した。表

土は原則として重機の使用により除去し遺構確認面直上から人力で精査し遺構の検出に努めた。

グリッドはセンター杭を基準に４ｍ×4ｍメッシュで、東西Ａ～Ｄ・南北１～58で設定した。

平成２年度調査区は元年度調査区の北側に連なる区域であり現道の国道４１１号との合流点

部分である（約1,300㎡)。一部未買収の土地が存在していたうえに大半が住宅地であり住居の基

礎の撤去に手間取った。住居基礎と表土は重機により撤去、以下は人力により精査し、グリッ

ドも元年度の調査と同様に4ｍ×4ｍメッシュで、東西Ａ～Ｈ・南北１～19で設定した。

出土した遺構および遺物の記録。取り上げは以下の手順で行った。

①遺構確認面に到達するまでに出土した遺物はグリッドごとに一括して取り上げる。

②遺構確認面以下の出土遺物は原則としてレベリングおよび平面図に記録後に回収する。

③遺構内についてはセクションベルトを設定し、それ以外の場所を底面・床面まで遺物を残

しながら掘り下げる。遺物の記録およびセクションベルトの土層の記録終了後に、ベルト

も同様に掘り下げ遺物の記録を行う。

２．調査の経過

平成元年度の調査は排土の大部分を遺跡外へ搬出できたために、調査は比較的スムーズに進

めることができた。南側から北上して調査を行っていったが、調査区の南半分では縄文時代と

平安時代の住居杜および土坑群が入り乱れて確認され、調査は難航した。しかし北半分では土

坑はほとんど姿を消し、ほぼ予定通りに調査を終了できた。なお北と南のちょうど中間部分に

Ｖ字溝状の谷が検出された。

平成２年度の調査では排土を遺跡外に運び出せなかったため、表土の除去に手間取った。調

査区を北の部分、中央部分、南の部分の３箇所に分け、始めに北と南の排土を中央部分に置く

こととした。北の部分では弥生時代の土坑が１基と近世以降の道路遺構が１基、南の部分から

は遺構は検出されなかった。最後に中央部分の士を南北に移動して、とくに道路遺構の南側へ

のつながりを探ったが、住宅建設のため既に一段低く削平されており遺構は残っていなかった。
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第２章遺跡周辺の環境

第１節遺跡の立地と環境

笛吹川の一支流である重川は大菩薩嶺（2057ｍ）の東麓に源を発し、塩山市の市街地北端、

下粟生野で北の高芝山を源とする竹森川と合流している。その合流地点から下流へ500ｍ､重川

右岸の段丘上に獅子之前遺跡は立地する。標高はおよそ450ｍ前後である。地番は塩山市千野字

獅子之前404-1外である。

この重川の流域は花樹岩地帯であり、重川と竹森川の相次ぐ氾濫によって、段丘上にも花満

岩が風化した砂が堆積している。現在遺跡周辺は宅地化が進んでいるが、果樹栽培が盛んであ

る。それ以前は水田地帯であったというから、花商岩対策として近世以降大規模な開墾や土の

搬入が行われたものと考えられる。遺跡で検出される遺構は花商岩の砂層に掘り込まれている

が、発掘区域北側では住宅が多く、その基礎が花満岩砂層より深く打ち込まれており遺構の残

存状態は良くなかった。

千野の地が歴史上で明確に登場してくるのは中世以降である。室町期から戦国期にかけては

千野郷と呼ばれ、1380年に向獄寺を開山した甲斐守護武田信成、またその子信春らはともにこ

の千野の地に館を構えている。江戸期から明治初期にかけては千野村と呼ばれ、青梅街道が村

内を縦貫していた。千野煙草と呼ばれた特産品等は青梅街道の利用により江戸に出荷されてい

たという。塩山温泉は南北朝時代に起源をもつといわれているが、江戸時代の亨保初年ころは

年間１万人におよぶ湯治客があり最盛期であった。

獅子之前遺跡は現在のいわゆる青梅街道（国道411号）にほぼ沿って存在しているわけである

が、この国道は明治時代以降に改良を繰り返されてきた道であり、江戸時代以前の旧青梅街道

は現在とはやや異なったルートであったことが明らかになっている。

第２節周辺の遺跡（第３図）

塩山市内では、過去の遺跡分布調査の結果を見ても最も目につくのは縄文時代中期の遺跡で

ある。縄文時代中期の遺跡数は、縄文時代の他の時期および縄文時代以外の時代の遺跡の数を

圧倒している。最近注目されている縄文の遺跡調査の例として、竹森川左岸の通称『水晶山』

で採取した水晶を材料として石器製作を行っていた中期の集落遺跡である乙木田遺跡があげら

れる。獅子之前遺跡でも多量の水晶原石及び若干の石器類が出土しているが、乙木田遺跡とは

時期的に少し差がある。

また塩山市には向徹寺に代表される甲斐武田氏と強い結びつきを有する寺社が数多く存在す

ることもあり武田氏に関連する中世以降の遺跡が周辺に分布している。また近世以降の青梅街

道に関連する文化財等も所々にみることができる。

以下、獅子之前遺跡周辺に分布する遺跡を列挙してみよう。
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第３図周辺の遺跡（Ｓ＝１／25000）
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殿林遺跡（縄文時代中後期、重要文化財指定の曽利式土器が出土｡）

北原遺跡（縄文時代中期、藤内・曽利が散布｡）

宮久保遺跡群（縄文時代中期、曽利が主体｡）

往還西遺跡（縄文時代中期、絡沢が散布｡）

乙木田遺跡（縄文時代中期の水晶工房跡を検出、藤内・称名寺が散布｡）

請地遺跡（縄文時代中後期、勝坂・曽利・称名寺が散布｡）

安道寺遺跡（縄文時代中期、弥生時代中期の土器が散布｡）

下萩原中村遺跡（縄文時代中期、五領ヶ台が散布｡）

南三宮遺跡（平安時代、土師器が散布｡）

北割遺跡（縄文時代早期、繊維土器が散布｡）

上宮沢遺跡（縄文時代中期、曽利が散布｡）

小山平遺跡（縄文時代中期、藤内が散布｡）

獅子之前遺跡（縄文時代前中後晩期、弥生時代前中期、古墳時代、平安時代、中近世の

遺構・遺物を出土｡）

武田信春館跡（中世、方形館跡。土塁・堀が残存｡）

梅の木遺跡（縄文時代中期の土器が散布｡）

於曽屋敷（中世、県指定史跡、豪族於曽氏の方形館跡。二重の堀・土塁等が良好に残存｡）


































































































































































































































